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1 動機（経緯） 
営農経済部門と融資部門との連携により、管内農業を承継する担い手の育成・確保をはか

るため、総合農協として総力的に新規就農者・農業後継者へのサポート強化をはかります。 

2 概要 

就農相談プロジェクトチームの概要は以下の通りです。 

1 構成 

組織経済部：組織相談課、営農課、購買課、販売課 

融資運用部：融資推進課  ※地区運営委員会、支店、営農経済センター 

※印は該当する就農者が帰属する場合に対応する。 

2 業務 

新規就農者・農業後継者等への就農相談。 

就農支援検討会議を月 1回開催。 

3 成果（効果） 

「新規就農プロジェクトチーム」を契機とした営農経済部門と融資部門との連携により、

相互の会議体や各種部会等において、農業所得向上に向けた資金面での支援強化への積極

的な取組みを実施しました。 

就農相談プロジェクト会議を通じ、新規就農者に対する情報の共有・提供により、資金相

談を実施しました。 

青年等就農資金の相談件数が 2件あり、全て実行につながりました。 

担い手の多様なニーズへの対応について、農業金融プランナーによる農業金融サービスの

充実に努め、農業所得向上に取り組みました。 

4 今後の予定 

就農支援検討会議へ相談依頼のある新規就農者を案内し就農相談や、資金の相談を行って

いく予定です。 

また、営農経済部門と融資部門の連携により支援体制を強化します。 

農業金融プランナー取得者を増やし、農業金融サービスの提供拡大に努めます。 

 


